
令和元年度教育事業 

「はなやま通学合宿～自然の家から学校へいこう！～」 
 

１ 趣 旨    家庭から離れて、他の学校や異学年の仲間との共同生活を送ることにより、基本的な生活習慣を           

身に付けるとともに自立心や社会性、協調性等子供たちの「生きる力」を育む。 

また、同一中学校区の仲間たちとの交流を通して中1ギャップ解消に向けての素地を養う。 

 

２ 主 催  独立行政法人 国立青少年教育振興機構 国立花山青少年自然の家 

 

３ 後 援  栗原市教育委員会 

 

４ 期 日  令和元年１２月１２日（木）～１４日（土）【２泊３日】 

 

５ 参加者  栗原市立築館小学校４～６年生の児童 １９名 

       栗原市立宮野小学校４～６年生の児童  ８名 

栗原市立一迫小学校４～６年生の児童  ８名 

栗原市立花山小学校４～６年生の児童  ５名   合計４０名 

 

６ 場 所  国立花山青少年自然の家 

 

７ 日 程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 活動の内容について  

【１２月１２日（木）1日目】「入所、はなやまタイム①」 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１２月１３日（金）２日目】「登下校送迎、はなやまタイム②」 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度「はなやま通学合宿」日程表

自然の家職員＆ボランティア
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　　　※参加児童は、各小学校まで送ります。
　　　　　保護者のみなさんは、各小学校の方にお迎えに来ていただきます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※参加児童は、各小学校に迎えに行きます。
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【１２月１４日（土）２日目】「野外炊事（ピザつくり）、別れのつどい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 成果と課題 

（１）参加者アンケート結果 

満足：８７％ やや満足：１３％ やや不満：０％ 不満：０％ 

参加者４０名中３８名（２名は１泊のみ参加）に対して行ったアンケートは、おおむね満足という結果であっ

た。総合的にみて好評であったといえる。  

（２）参加者の声 

・友達と通学して楽しかった。 ・友達との仲もさらに深まった。 

  ・いろいろな学校からの通学で友達が増えた。 

  ・普段の生活に合ったプログラムでよかった。 

  ・はなやまタイムでは、みんなと触れ合えて楽しかった。 

  ・ピザ作りでは、みんなで協力して作ることができた。 

  ・みんなで宿題をして、教えあって楽しかった。 

・洗濯はこれからのためになると思う。楽しかった。 

・悪いとこは悪い、良いとこは良いと言ってくれたので良かったです。 

（４）保護者の声（後日アンケート実施） 

・自主・自立の精神が芽生えたように感じる。 ・自ら進んで行動できるようになったと思う。 

・親元から離れ、自分で自分のことをしなければいけない環境はすばらしいと思った。 

・他の学校のお友達もできたようで、とても満足して帰ってきました。 

・子供に自信がついたように思う。今後も年２回くらい開催で続けてほしいと思います。 

  ・帰宅後「どうだった？」と聞いてみると「楽しかった」と答えてくれ、親としても参加させて良かったと感じた。 

（３）成果 

  ・所に戻ってからの家庭学習や洗濯、バランスの良い食事等日常生活で必要なことの実践や、体を動かす交流活動

など、他の学校や異学年との交流、共同生活を通してねらいの達成に近づけることができた。 

  ・学生ボランティアがかかわることで、子供たちが安心して自然の家での生活や活動に取り組むことができた。 

（４）課題 

 ・ゆったりとしたプログラム構成にしたつもりだったが、入所後の時間配分があわただしくなってしまったとこ

ろがあった。参加親子の事前研修なども検討が必要である。 

担当：企画指導専門職 安達 章美 


